
南九州市新庁舎建設工事進捗状況
　新庁舎建設工事は、令和７年５月末時点で、鉄骨建方作業が完了し、各階床の躯体工事が進められています。

新庁舎建設だより 13

　新庁舎では、庁舎内の内外装デザインを南九州市にふさわしいデザインとするため、内装材に南九州市産
木材の活用を計画しています。
　各フロアの天井部分や、議場の壁および天井など、さまざまな箇所に南九州市産木材を活用することで、
温かみのあるやさしい空間となります。
　新庁舎建設に使用される南九州市産木材については、森林環境譲与税を積み立てた基金を活用しています。
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森林環境譲与税とは

　森林環境譲与税は、温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止などに取り組むための森林整備な
どを進めるために、国から市町村および都道府県に譲与されるお金です。
　譲与されたお金は、間伐などの森林の整備のほか、人材の育成・確保や森林の持つ公益的機能に関
する普及啓発、木材利用の促進などに活用されています。
　南九州市では、森林の整備や林道の維持補修、林業の担い手の支援、伐採竹の有効活用および放置
竹林の解消への取り組みなどに活用しています。
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